
項 ⽬ 内 容

名称 ベルガモット油 [英]Bergamot Oil [学名]Citrus bergamia Risso et Poit.、

Citrus aurantium var.bergamia

概要 ミカン属植物であるベルガモットは熱帯アジア原産で、イタリア南部が主な栽培地

であり、⾼さ10 m程度に⽣⻑する。この果⽪からとれる 精油はベルガモット油と

呼ばれ、アールグレイ茶、アルコール飲料をはじめとした⾷品全般や化粧品に、⾹

料として利⽤されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

「専ら医薬品として使⽤される成分本質 (原材料) 」にも「医薬品的効能効果を標ぼ

うしない限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」にも該当しない。

■⾷品添加物

・天然⾹料基原物質リスト

ベルガモット、ベルガモットミントが収載されている。

■海外情報

・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質



主な成分・性質 ・リナリルアセテート、リナロール、セスキテルペン 類（α-トランス-ベルガモテ

ン、カリオフィレン、β-ファルネセン、フムレン、β-ビサボレン) 、テルペン類

（リモネン、p-シメン、γ-テルピネン、フェランドレン、α-ピネン、β-ピネン) 、

n-アルカン類、フロクマリン類 (ベルガプテン、ベルガモチン、シトロプテン、7-

メトキシ-5-ゲラノキシクマリン、ベルガプトール、イソピンピネリン、キサントト

キシン)などを含む（23）。

分析法 ・果汁中の揮発性芳⾹成分（リモネン、リナロール、 p-シメンなど）と脂肪酸 組

成 をGC-FIDで分析した報告がある (PMID:12648552)。
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循環器・

呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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